
次世代育成
プロジェクトチーム

地域で支え合う社会を目指し、令和
7年度に発足したグループです。青
少年や若者にその考え方を伝え、
自分で考え行動し、多様性を大切に
しながら地域づくりに参加できる人
材を育てています。4ページをご

覧ください。

第二層協議体
地域の人や団体、専門家
が集まり、全ての人が住
みなれた地域で安心して
暮らし続けるために、助け
合いの方法や地域の仕組

みを話し合う場です。

民生委員・児童委員
地域に住む人の困り
ごとや悩みを聞き、
必要な支援につなぐ
身近な相談役です。
子どもから高齢者まで
を見守り、安心して暮
らせる地域づくりを

支えるボランティ
アです。

行政
みんなが安心して暮らせるよう

に、仕組みを作り、市民が抱え
るさまざまな困りごとを解決す
るための支援をします。また、
みんなで協力して「やさしいま

ち」の実現を目指してい
ます。

社会福祉協議会
地域の人や団体と協力し
て、困っている人を助けた
り、支え合いの活動を進め
たりする組織です。ボランティアや
イベントなど社会福祉協議会ホーム
ページを
ご覧くだ
さい。

高齢者施設
高齢になっても、地域の
人や子どもたちへ知識や
特技を伝えるなど、生か
せる力はたくさんあり

ます。

市には、日々の暮らしを支え合う、やさしい活動がたくさんあります。
小さな力がつながり、大きな輪になります。

　まちの小さな活動を知り、一緒に参加してみませんか。
地域福祉課（ 049･262･8130）

企業
地域のために食料品の寄付な

どに協力してくれている会社が
たくさんあります。

地域活動
市民の力

気軽に集まれる場所の運営
やイベントに協力するなど、
地域のために進んで行動す
る市民の力のことです。

保育所
気軽に身近な場所で相談できる

「つながる相談窓口」や地域におけ
る親子の居場所の提供、多世代交
流イベントの
協力など地域
に向けた取り

組 みも行っ
ています。

保護司
犯罪や非行をした人が再び
社会の一員として生活でき
るよう、相談に乗ったり見
守ったりするボランティア
です。人の立ち直りを地
域で支える役割がありま
す。5ページをご覧
ください。

子ども食堂
（居場所）

子どもや若者が地域の人達
と食事や交流ができる場所で
す。日程など、市
ホームページを

ご覧ください。

「やさしいまち」とは、自分一人ではない、家族だけ
でもない、ご近所さんだけでもない、そのまちで
暮らしている全ての人と一緒に
暮らしていると感じられるまち
だと考えます。誰かを支える
事が当たり前であり、自分も誰
かに支えてもらっていることを
忘れないでいることが大切だと
思います。（俳優：星野真里さん）

やさしいまち　ふじみ野！
つながる。

自治組織の力
身近な地域で人と人をつな
ぐコミュニティです。市報２
月号で特集しました。イベ
ントや加入は、自
治組織連合ホーム
ページをご覧く

ださい。
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ひとりぼっちを
減らす

つながりの物語 声を聴いてみましたつながりの物語 声を聴いてみました！！

あなたのあなたの一歩一歩がが
まちのまちの未来未来をつくりますをつくります

地域の行事にふらっと立ち寄る、できることをできる分だけ、地域の行事にふらっと立ち寄る、できることをできる分だけ、
そんな小さな一歩が、誰かの安心につながります。そんな小さな一歩が、誰かの安心につながります。

「ひとりで抱え込まなくていい」「誰もが安心して暮らせる」「ひとりで抱え込まなくていい」「誰もが安心して暮らせる」
そんな空気を地域全体で育てていくことが大切です。そんな空気を地域全体で育てていくことが大切です。
まちの情報は、各ホームページをご覧ください。気軽にまちの情報は、各ホームページをご覧ください。気軽に
参加してみませんか。参加してみませんか。

「人と人との関わりが
子どもたちの未来につながる」

高齢者デイサービス
と保育所

島袋 俊子さん島袋 俊子さん 井川 瑠美さん井川 瑠美さん

「顔を出してくれた
人が作った輪」

緑ケ丘立ち寄りカフェ
＆マルシェ　

市
ホームページ
市のイベントや
お知らせなど

みんなの!
ふじみ野

市 内 の イ ベン
ト・オススメ情
報 、 会 員 募 集
など

富士見市・ふじみ
野市・三芳町医療・
介護地域資源情報
提供システム
地域にある人・場所・
サービスなど

相 談 先
コーディネーターがあなたと地域を
つなぎます
①�ふくし総合相談センターよりそい
　 049・262・8130
②�ふくし総合相談センターにじいろ
　 049・264・7204
③�ふじみ野市社会福祉協議会
　 049・264・7212

更生保護というと「地域との連携」とは、あまり関係が更生保護というと「地域との連携」とは、あまり関係が
ないことと思われがちです。しかし、地域で行われるないことと思われがちです。しかし、地域で行われる
さまざまな行事などを通じていろいろな分野の方々さまざまな行事などを通じていろいろな分野の方々
がシンプルにつながり合うことで、ひとりぼっちにながシンプルにつながり合うことで、ひとりぼっちにな
らないで生活できるようになる人が増えていくと思いらないで生活できるようになる人が増えていくと思い
ます。「ひとりぼっちを減らすこと」が更生保護の役割ます。「ひとりぼっちを減らすこと」が更生保護の役割
です。地域で共に生活している方々と出会うことこそです。地域で共に生活している方々と出会うことこそ
が保護司の活動であると感じています。が保護司の活動であると感じています。

増増
ますます

田田
だだ

  豊豊
とよとよ

子子
ここ

さんさん
多くの方とつながれるのが良いです多くの方とつながれるのが良いです
ね。今後もいろいろなアイデアを出ね。今後もいろいろなアイデアを出
し合って、緑ケ丘立ち寄りカフェをし合って、緑ケ丘立ち寄りカフェを
多くの方に広めていきたいです。多くの方に広めていきたいです。

天野 好さん天野 好さん 荻原 皓代さん荻原 皓代さん増田 豊子さん増田 豊子さん

荻
おぎ

原
はら

 皓
てる

代
よ

さん
声を掛け合うことを意識し
ています。立ち寄れば、必
ず誰かがいて、話を聞いて
もらえる安心できる場所で
ありたいです。

天
あま

野
の

 好
よしみ

さん
一人でも二人でも顔を出してくれて、
その人が他の人を連れて来れば、２倍
嬉しい。まずは自分が楽しく活動するこ
とが大事。地域のあちこちに立ち寄り
カフェが出来ると良いですね。

島
しま

袋
ぶくろ

 俊
とし

子
こ

さん（デイサービスそらまめ）
高齢者施設は、地域の「居場所」「みんなのおうち」です。支援高齢者施設は、地域の「居場所」「みんなのおうち」です。支援
というより、みんなで交流というより、みんなで交流
するという気持ちが、心をするという気持ちが、心を
和らげる秘訣なのかもしれ和らげる秘訣なのかもしれ
ません。デイサービスのません。デイサービスの
利用者と子どもたちがふ利用者と子どもたちがふ
れ合うことで、自然な対話れ合うことで、自然な対話
が生まれ、たくさんの笑が生まれ、たくさんの笑
顔あふれる心温まる時間と顔あふれる心温まる時間と
なっています。なっています。

井井
いい

川川
がわがわ

  瑠瑠
るる

美美
みみ

さんさん（鶴ケ岡すまいる保育園）（鶴ケ岡すまいる保育園）
保育園は、子どもたちや保護者の皆さん保育園は、子どもたちや保護者の皆さん
はもちろん、地域の方がいつでも誰でもはもちろん、地域の方がいつでも誰でも
気軽に立ち寄れる温かな居場所でありた気軽に立ち寄れる温かな居場所でありた
いです。地域の方との何気ない触れ合いいです。地域の方との何気ない触れ合い
を通じ、子どもたちとのドラマや世界を感を通じ、子どもたちとのドラマや世界を感
じてほしいと思います。はじめは緊張してじてほしいと思います。はじめは緊張して
隠れてしまう子もいますが、そうした経験隠れてしまう子もいますが、そうした経験
も地域の一員としての自覚につながる大も地域の一員としての自覚につながる大
切な一歩になると感じています。切な一歩になると感じています。

紙 面 の 都 合 で 掲 載
できなかったインタ
ビュー内容は、市ホー
ムページで
ご 覧 い た
だけます

つながる居場所へつながる居場所へ

貝
かい

塚
づか

 健
たけし

さん
地域で暮らす中で、支え合い
の大切さを日々感じてきまし
た。一人では解決できないこ
とも、立場や世代の違う人が
集まれば、新しい視点や力が
生まれます。「困ったときはお
互いさま」と自然に声を掛け
合えるまちが理想的。

水
みず

野
の

 健
けん

登
と

さん
個性を尊重しながら、
世代や立場などに関
係なく、「支え合って
生きよう」という思い
やりを皆が持ってい
る「温かくやさしいま
ち」が理想です。

齋
さい

藤
とう

 麻
ま

紀
き

さん
優しい気持ち、思い優しい気持ち、思い
を持っている若者はを持っている若者は
たくさんいると思うのたくさんいると思うの
で、まずは家族、近隣、で、まずは家族、近隣、
そして地域で恥ずかそして地域で恥ずか
しがらずにその力をしがらずにその力を
発揮してほしいです。発揮してほしいです。

貝塚 健さん貝塚 健さん新井 諒さん新井 諒さん 水野 健登さん水野 健登さん 齋藤 麻紀さん齋藤 麻紀さん

幸
こう

島
じま

 聡
あきら

さん（保護司）

新
あら

井
い

 諒
りょう

さん
家庭・地域・保育園が連携し、
子ども自身が生まれてきて
良かったと感じる「幸せ空間」
をつくりたいと思い、本プロ
ジェクトに参加しました。身
の回りにある小さな福祉に気
付き、それぞれができること
でつながり合えたらいいな。

「次世代に
つなげていく
やさしいまち」
次世代育成

プロジェクトチーム
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